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選定理由 　各市町からの提案は、全ての審査項目において、提案内容に具体性があり、実効性が確保されていることから、指定管理者の候補
者として適切な団体であると判断された。

選定委員の主な意見（又は総
称）

　各市町からの提案は、全ての審査項目において、提案内容に具体性があり、実効性が確保されている。

令和３年（2021年）６月１日（火） 公募要項、選定基準等に関する審議
100%

北海道第２水産ビル　会議室

第２回 令和３年（2021年）８月３日（火） 公募要項、選定基準等に関する審議
100%

北海道第２水産ビル　会議室

100%
書面開催

第４回 令和３年（2021年）12月18日（土） 申請団体へのヒアリング
100%

アスティ45　16階　研修室

直通：011-204-5583

建設部住宅局住宅課（住宅管理係）

住宅に困窮する低額所得者に対して低廉な家賃で住宅を賃貸す
る。

夕張市ほか８市町

委員 中井　悦子 江別消費者協会　会長 学識経験者

開催状況

遠藤　謙一良 日本建築家協会北海道支部　顧問 学識経験者

委員 八木　由起子 「北海道生活」　編集長 学識経験者

※道では、選定委員会から報告された上記の審査結果に基づき、夕張市ほか８市町を指定管理者の候補者として、令和４年第１回定例道議会に指定管理者の指定について、議
案を提出することとしています。

代表：011-231-4111（内線29-535）

採点結果 別添「道営住宅指定管理者候補者選定委員会審査結果」のとおり

審査の結果 指定管理者の候補者

　夕張市ほか８市町

第５回 令和３年（2021年）12月24日（金） 候補者の選定
100%

アスティ45　16階　研修室

審査の経過 　第１回～第３回の委員会において、公募要項、選定基準、任意指定地区の協議事項等に関する審議を行った。
　10市町から申請があり、事務局において申請資格（形式的要件）等に係る事前審査を行った上で、第５回の委員会において、10市
町からの申請概要について事務局から報告し、各委員が申請内容の審査を行った上で候補者を決定し、同日、審査の経過及び結果に
ついて道に報告した。

第３回 令和３年（2021年）９月３日（金） 公募要項、選定基準等に関する審議

名称 道営住宅指定管理者候補者選定委員会（事務局：建設部住宅局住宅課）

設置根拠 別紙２「北海道公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例」のとおり

委員 区分 氏名 所属 備考

委員長 岡田　直人 北星学園大学社会福祉学部　教授 学識経験者

副委員長 片山　めぐみ 札幌市立大学デザイン学部　講師 学識経験者

開催日時・場所 議事 出席率

第１回

委員

３　申請結果 申請者数９団体（地方公共団体９）

(3)条例第11条第1項第1号に規定する入居請書の徴取に関すること。

(4)条例第12条第1項に規定する同居の承認又は第13条第1項に規定する入居の承継承認に係る事務処理手続に関すること。

(5)条例第14条第１項又は同条第２項の規定による収入の申告の徴取に関すること。

(6)条例第17条第１項の家賃、第18条第１項の敷金及び第28条の３第２項並びに第60条において読み替えて準用する第17条第１項の駐
車場の使用料の徴収に関すること。

(7)条例第22条第２項ただし書に規定する住宅以外の用途に併用する場合の承認又は同条第３項ただし書に規定する模様替え又は増築
の承認に係る事務処理手続に関すること。

(8)道営住宅等の維持管理に関すること。

４　選定委員会

道営住宅（任意指定地区）の指定管理者の候補者の選定について

１　公の施設の概要
設置目的

２　公募概要

申請期間 令和３年（2021年）10月13日（水）～令和３年（2021年）12月１日（水）

申請条件

令和４年（2022年）４月１日～令和９年（2027年）３月31日

業務の範囲 (1)北海道営住宅条例（平成９年北海道条例第11号。以下「条例」という。）第４条に規定する入居者の公募に関すること。

(2)条例第９条に規定する入居者の選考に関すること。

(9)前各号に掲げるもののほか、道営住宅等の管理運営上指定管理者が行うことが適当であるものとして知事が別に定める業務。

該当なし

287,108,000円

別紙１「道営住宅等の指定管理者候補者選定基準」

所管課（室）道営住宅（任意指定地区）


